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発達過程でのシナップス前および後ニューロンの相互作用
シナップスでの信号の伝達機構については多くの研究がなされ，その伝達機序
はかなり明らかにされている。しかし，そのシナップスがどのように形成される
かという問題，つまりシナップスの発生および発達機序は，ほとんど解明されて
いない。 
1.B. Black，1.A. Hendry，L.L. Iversenは， 未成熟マウスの上頚交感神
経節を用いて実験を行ない， シナップスで接っしている一方のニューロンの成長
過程は，他方のニュ{ロンによって互に調節されているという説を提示している。
上頚交感神経節は， コリン作働神経とアドレナリン作働神経がシナップスを形
成している部位であり，そのシナップス前神経には， choline acetyltransferase 
(ChAc)が，シナップス後神経には， tyrosine hydroxylase (T -OH)が，それ
ぞれ選択的に局在していることが知られている。
まず彼らは， シナップス前神経のシナップス後神経の成長に対する影響をみる
ため，誕生後 5，"，， 6日のマウスの片側の交感神経節の節前線維を切断により破壊
して， 13日に両酵素の活性を測定した。期待したように， シナップス前神経に
局在している ChAcの活性は，対照の 10%の値であった。この時，シナップス
後神経に局在している T・OHの活性も対照の 30%の値であり， この値は 7日
のマウスの値に相当していたという。このことは，シナップス後神経の成長がシ
ナップス前神経によって支配されていることを示しているとしている。
そこで今度は，逆にシナップス前神経の成長がシナップス後神経によって調節
されているか否かを調べるため， アドレナリン作働神経を選択的に破壊するとい
う 6-hydroxydopamine(6-0H・DA)を生後まもないマウスに投与し， 13日に
両酵素を測定すると， T-OHの活性は， ほとんど消失していたが， これと同時
にシナップス前神経に局在している ChAcの活性も発達してなく， 2，"，， 3日の値
のままであったという。 6-0H・DAのコリン作働神経への直接作用は，コリン作
働神経のみで支配されている十二指腸，横隔膜の ChAcの活性が 6-0H・DA投
与で変化を受けなかったという事実から否定している。これらのことから，彼ら
は，シナップス後神経の破壊そのものが， シナップス前神経の成長を遅らせたの
だと結論している。なお，上の実験を行なったマウスでは，まだ神経と器管との
結合は形成されていないので， 中枢神経性反射は考えられないという。
以上の結果から，彼らは， シナップス後神経の成長がシナップス前神経によっ
て支配されているのみならず， シナップス前神経の成長もシナップス後神経によ
って調節されており，それはシナップス後神経からシナップス前神経への逆行性
の情報によるものであろうとしている。
文 献 
Trans-synaptic regulation of L. L.: ，A.αnd Iversen 1.，Hendry，B. 1.，Black 
growth and development of adrenergic neurones in a mouse sympathetic 
ganglion. Brain Res. 34，229-240，1971. 
The role of post-synaptic neurones L. L.: ，A. and Iversen 1.，Hendry，B.1.，BIαck
in the biochemical maturation of presynaptic cholinergic nerve terminals 
in a mouse sympathetic ganglion. J. Physiol.221，149-159，1972. 
(黒見坦)
〔千葉医会誌 49，342，1973) 
sen，Kurzfassen，Kurzfassen，Kurzf~ssen ， Kurzfassen，Kurzfassen，Kurzfassen，Kurzfassen，Kurzfassen，Kurzfassen，Kur 
